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要 旨

t-ブチルアルコール (TBA)は, どの様な割合でも水 と混合するアルコールの中で,疎水

塞 (-CH3)を一番多く持つアルコールである｡ それゆえTBA 水溶液は以前より熱力学的に

も構造化学的にも興味の持たれていた系である｡

水溶液の構造は,ある濃度域で TBA分子とH20分子により clathateHydrate*を形成す

るという報告がある｡そこで溶液構造に関し直接的な手段である広角Ⅹ線回折実験をェネルギ

ー分散法を用いて行ない,さまざまな濃度での動径分布関数を得た｡その動径分布関数から

TBA17mol%水溶液においてC1athrateHydrateが形成 L rigidな長距離における溶液構造が

できているという結果を得た｡

また溶液構造と密接な関係にあると思われる濃度ゆらぎから溶液構造を考えるため,小角X

線散乱実験装置を製作 しTBA水溶液について実験を行なった｡

小角X線散乱装置には,全反射を利用 したわん曲Ⅹ線鏡を用いてX線を集光 し,また検出器

に一次元位置敏感X線検出器 (PSPC)を用いて測定時間を短縮することができた｡

* ClathrateHydrate 包接水和化合物

- 60 5 -


